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【設置の趣旨及び必要性】

○持続可能な社会を実現するためには、領域横断的応用力とシステム的思考力を兼ね備え、かつ持続可能な社会を実現するという高い志と強い意志を持った人材の育成が不可欠である。

○現代の複雑な社会をシステムとして俯瞰し、持続可能な社会の実現を担う人材を育てるには複数の学問領域を融合して現実の問題の解決に挑むような学びこそが重要である。

【養成する人材像】

○気候変動対策や生態系保全、資源・エネルギーの持続的利用に必要な自然環境学に関する課題に対して、領域横断的応用力とシステム的思考力を発揮し、その解決を図ることによって、

持続可能な社会の実現に貢献できる人材

○豊かな教養とコミュニケーション能力、自主的、論理的な思考と記述力、情報収集能力、プレゼンテーション能力、問題解決能力、高い倫理観と創造力を持ち、社会の多方面で活躍できる人材

現代システム科学域 環境社会システム学類 カリキュラムマップ（自然環境学）

想定され

る進路・

就職先

大学院進

学、公務

員（技術

系）、バ

イオ系企

業、食品

系企業、

農業系企

業

CP2

CP3

CP6

CP1

CP7

◇情報システムと
サステイナビリティ

CP9

PBL演習

教育課程

１年 ２年 ３年 ４年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

CP5
CP8

○自然システムと
サステイナビリティ

△社会システムと
サステイナビリティ

□人間システムと
サステイナビリティ

◇知識情報システム
学概論

○環境社会システム
学概論

△教育福祉学概論

□心理学概論

PBLプログラム（「ビジネスプレディクション」の場合）

●環境生物学

■公共政策学基礎

■環境哲学・倫理学

●資源循環論 ▲地域・都市環境学

●環境再生の化学

●食品安全論 ●食糧と環境

●陸域環境再生学

●再生可能エネルギー学

●環境計測学

●環境アセスメント学

地域実践演習

■環境法１

■公共経済学

■環境政策学 ■国際政治学

健康・スポーツ科学概論 健康・スポーツ科学実習 西洋社会文化史

現代社会と健康

都市的世界の社会学

現代地理学入門

東洋社会の歴史

人間と居住環境

グローバル経営論

●海域環境再生学

▲環境社会学

■環境哲学と現代社会

初年次ゼミナール

微積分1A

統計学基礎1

情報リテラシー

線形代数2A

微積分2

統計学基礎2

プログラミング入門B

●陸域環境生態学

●海洋環境生態学

●公衆衛生学

■環境法2

University 
English 1A

University 
English 1B

University 
English 2A

University 
English 2B

University 
English 3A

University 
English 3B

Media English 

環境社会システム学卒業研究環境社会システム学演習3

ディプロマポリシー

DP1. （多面的視点）自然科学、

人文・社会科学、人間科学、さ

らに情報学に関する統合的知

識・技能を持つとともに、自然

環境学、社会環境学、環境哲

学・政策学など、環境社会シス

テム学に関する専門知識を身に

つけ、現代社会の課題を多面的

に捉えることができる。（CP1,

4）

DP5. （領域横断的応用力）

自然環境学、社会環境学、環境

哲学・政策学など、複数領域の

知識を横断的に用いて、現代社

会における課題の解決を目指す

ことができる。（CP4, 6, 9）

DP4. （システム的思考力）

現象を多様な要素の相互作用と

して捉えることによって、現代

社会における課題の本質を深く

探 求 す る こ と が で き る 。

（CP4, 5）

DP8. （サステイナブル志

向）持続可能な社会の実現を他

者と協働して目指す態度を身に

つけている。（ CP5, 9 ）

DP7. （倫理観）自然と人と

の共生ならびに人と人との共生

の重要性を理解し、現代社会の

一員としての高い倫理観を有し

ている。（CP7, 8）

DP3. （データ活用力）データ

を収集・活用することのできる

知識・技能を用いて、課題を分

析・説明することができる。

（CP3）

DP2. （コミュニケーション

能力）環境社会システム学の知

識を踏まえ、複数の言語の知

識・技能を活用して、多様な

人々とコミュニケーションをと

ることができる。（CP2）

DP6. （表現力）現代社会の

目指すべき方向性とそれを実現

するための方策を適切な表現法

を用いて説明することができる。

（ CP3, 7）

CP1. 幅広い知識・技能、多

面的な視野を養うために、基幹

教育科目に総合教養科目および

健康・スポーツ科学科目を配置

する。（DP1）

CP4. 自然環境学、社会環境

学、環境哲学・政策学など、環

境社会システム学類で必要とな

る知識を修得させるため、基礎

教育科目、学類基盤科目、学類

専門科目を体系的に配置する。

（DP1, 4, 5）

CP3. データを収集・活用す

ることのできる知識・技能を養

うために、基幹教育科目に情報

リテラシー科目、基礎教育科目

にプログラミング科目、数学・

統計学科目を配置する。

（DP3 , 6 ）

CP2. 複数の言語を用いて多

様な人々とコミュニケーション

をとることができる能力を養う

ために、基幹教育科目に英語科

目および初修外国語科目を配置

する。（DP2）

CP6. 複数領域の知識を横断

的に用いて、現代社会における

課題の解決を目指すことができ

る力（領域横断的応用力）を養

うために、学域共通科目に各学

類概論科目を配置する。

（ DP5 ）

CP5.多様な要素の相互作用と

してとらえることによって現代

社会における課題の本質を深く

探求することができる力（シス

テム的思考力）を養うために、

学域共通科目にシステムとサス

テイナビリティ科目を配置する。

（DP4, 8）

CP7. 現代社会の目指すべき

方向性とそれを実現するための

方策を説明することができる表

現力を養うために、基幹教育科

目に初年次導入科目、学類専門

科目に演習科目を配置する。

（DP6, 7）

CP8. 自然と人との共生なら

びに人と人との共生の重要性を

理解し、現代社会の一員として

の高い倫理観を養うために、学

域共通科目にシステムとサステ

イナビリティ科目を配置する。

（DP7）

CP9．持続可能な社会の実現を

他者と協働して目指す態度を養

うために、PBLプログラム科目

を配置する。（DP 5, 8）

アドミッションポリシー

3．自分の考え方や意見を他者

に的確に伝えるための基礎的な

表現力を有している人

（CP4〜7）

1．高等学校における教科・科

目を文理ともに広く学習し、環

境社会システム学を学ぶための

基礎的な知識・技能を有してい

る人（CP1〜4）

2．問題解決を行うための基礎

的な思考力・判断力を有してい

る人（CP4〜7）

4．現代社会の諸問題に対する

関心を有している人（CP8, 9）

カリキュラムポリシー

■経済学基礎

※PBLプログラムは23のプログラムから選択

◇プログラミング入門A ◇ビジネス・インプリ
メンテーション ◇ビジネス・アナリティクス

◇データ科学

凡 例

基幹教育科目

学域共通科目

学類基盤科目

学類専門科目

PBLプログラム科目

必修科目 選択科目

選択必修

主な基礎学問分野 主な教育研究分野

○自然科学 ●自然環境学

△人文・社会科学 ▲社会環境学

□人間科学 ■環境哲学・政策学

◇情報学

●環境デザイン通史 ●景観計画学▲地理学基礎

●地球環境の化学

●防災・安全科学

■経済活動と法 ■国際法と共生社会

環境社会システム学演習１ 環境社会システム学演習2

海外インターンシップ

インターンシップ

線形代数1

初修外国語入門1 初修外国語入門２

CP4

総合教育科目（10単位以上)

外国語科目（英語6単位必修、初修外国語2単位必修）

学類基盤科目（卒業研究を含め16単位以上）、学類専門科目（演習を含め32単位以上）

情報リテラシー科目(必修2単位)、
基礎教育科目（6単位以上）

サステイナビリティ
科目（必修8単位）

初年次導入科目（必修２単位）、学類専門科目の演習科目（必修6単位）、卒業研究（必修6単位）

PBLプログラム（必修2単位を含む10単位）

■行政活動と法

▲社会学基礎

各学類概論科目
（必修2単位）

※科目区分同士の関係を水色、AP, CP, DPとの関係をオレンジ色の矢印で示す。 3
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【設置の趣旨及び必要性】

○持続可能な社会を実現するためには、領域横断的応用力とシステム的思考力を兼ね備え、かつ持続可能な社会を実現するという高い志と強い意志を持った人材の育成が不可欠である。

○現代の複雑な社会をシステムとして俯瞰し、持続可能な社会の実現を担う人材を育てるには複数の学問領域を融合して現実の問題の解決に挑むような学びこそが重要である。

【養成する人材像】

○富と貧困の地域間・階層間の格差や異文化間の対立など、社会システムがもつ諸課題の分析・理解および新たな社会システムの構築に必要な社会環境学に関する課題に対して、領域横断的応用力

とシステム的思考力を発揮し、その解決を図ることによって、持続可能な社会の実現に貢献できる人材

○豊かな教養とコミュニケーション能力、自主的、論理的な思考と記述力、情報収集能力、プレゼンテーション能力、問題解決能力、高い倫理観と創造力を持ち、社会の多方面で活躍できる人材

現代システム科学域 環境社会システム学類 カリキュラムマップ（社会環境学）

想定され

る進路・

就職先

CP2

CP3

CP6

CP1

CP7

◇情報システムと
サステイナビリティ

CP9

教育課程

１年 ２年 ３年 ４年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

CP5
CP8

○自然システムと
サステイナビリティ

△社会システムと
サステイナビリティ

□人間システムと
サステイナビリティ

◇知識情報システム
学概論

○環境社会システム
学概論

△教育福祉学概論

□心理学概論

PBLプログラム（「生活環境と情報」の場合）

健康・スポーツ科学概論 健康・スポーツ科学実習 西洋社会文化史

現代社会と健康

都市的世界の社会学

現代地理学入門

東洋社会の歴史

人間と居住環境

グローバル経営論

初年次ゼミナール

微積分1A

統計学基礎1

情報リテラシー

線形代数2A

微積分2

統計学基礎2

プログラミング入門B

University 
English 1A

University 
English 1B

University 
English 2A

University 
English 2B

University 
English 3A

University 
English 3B

Media English 

環境社会システム学卒業研究環境社会システム学演習3

ディプロマポリシー

DP1. （多面的視点）自然科学、

人文・社会科学、人間科学、さ

らに情報学に関する統合的知

識・技能を持つとともに、自然

環境学、社会環境学、環境哲

学・政策学など、環境社会シス

テム学に関する専門知識を身に

つけ、現代社会の課題を多面的

に捉えることができる。（CP1,

4）

DP5. （領域横断的応用力）

自然環境学、社会環境学、環境

哲学・政策学など、複数領域の

知識を横断的に用いて、現代社

会における課題の解決を目指す

ことができる。（CP4, 6, 9）

DP4. （システム的思考力）

現象を多様な要素の相互作用と

して捉えることによって、現代

社会における課題の本質を深く

探 求 す る こ と が で き る 。

（CP4, 5）

DP8. （サステイナブル志

向）持続可能な社会の実現を他

者と協働して目指す態度を身に

つけている。（ CP5, 9 ）

DP7. （倫理観）自然と人と

の共生ならびに人と人との共生

の重要性を理解し、現代社会の

一員としての高い倫理観を有し

ている。（CP7, 8）

DP3. （データ活用力）データ

を収集・活用することのできる

知識・技能を用いて、課題を分

析・説明することができる。

（CP3）

DP2. （コミュニケーション

能力）環境社会システム学の知

識を踏まえ、複数の言語の知

識・技能を活用して、多様な

人々とコミュニケーションをと

ることができる。（CP2）

DP6. （表現力）現代社会の

目指すべき方向性とそれを実現

するための方策を適切な表現法

を用いて説明することができる。

（ CP3, 7）

CP1. 幅広い知識・技能、多

面的な視野を養うために、基幹

教育科目に総合教養科目および

健康・スポーツ科学科目を配置

する。（DP1）

CP4. 自然環境学、社会環境

学、環境哲学・政策学など、環

境社会システム学類で必要とな

る知識を修得させるため、基礎

教育科目、学類基盤科目、学類

専門科目を体系的に配置する。

（DP1, 4, 5）

CP3. データを収集・活用す

ることのできる知識・技能を養

うために、基幹教育科目に情報

リテラシー科目、基礎教育科目

にプログラミング科目、数学・

統計学科目を配置する。

（DP3 , 6 ）

CP2. 複数の言語を用いて多

様な人々とコミュニケーション

をとることができる能力を養う

ために、基幹教育科目に英語科

目および初修外国語科目を配置

する。（DP2）

CP6. 複数領域の知識を横断

的に用いて、現代社会における

課題の解決を目指すことができ

る力（領域横断的応用力）を養

うために、学域共通科目に各学

類概論科目を配置する。

（ DP5 ）

CP5.多様な要素の相互作用と

してとらえることによって現代

社会における課題の本質を深く

探求することができる力（シス

テム的思考力）を養うために、

学域共通科目にシステムとサス

テイナビリティ科目を配置する。

（DP4, 8）

CP7. 現代社会の目指すべき

方向性とそれを実現するための

方策を説明することができる表

現力を養うために、基幹教育科

目に初年次導入科目、学類専門

科目に演習科目を配置する。

（DP6, 7）

CP8. 自然と人との共生なら

びに人と人との共生の重要性を

理解し、現代社会の一員として

の高い倫理観を養うために、学

域共通科目にシステムとサステ

イナビリティ科目を配置する。

（DP7）

CP9．持続可能な社会の実現を

他者と協働して目指す態度を養

うために、PBLプログラム科目

を配置する。（DP 5, 8）

アドミッションポリシー

3．自分の考え方や意見を他者

に的確に伝えるための基礎的な

表現力を有している人

（CP4〜7）

1．高等学校における教科・科

目を文理ともに広く学習し、環

境社会システム学を学ぶための

基礎的な知識・技能を有してい

る人（CP1〜4）

2．問題解決を行うための基礎

的な思考力・判断力を有してい

る人（CP4〜7）

4．現代社会の諸問題に対する

関心を有している人（CP8, 9）

カリキュラムポリシー

※PBLプログラムは23のプログラムから選択

凡 例

基幹教育科目

学域共通科目

学類基盤科目

学類専門科目

PBLプログラム科目

必修科目 選択科目

選択必修

主な基礎学問分野 主な教育研究分野

○自然科学 ●自然環境学

△人文・社会科学 ▲社会環境学

□人間科学 ■環境哲学・政策学

◇情報学

環境社会システム学演習１ 環境社会システム学演習2

海外インターンシップ

インターンシップ

線形代数1

初修外国語入門1 初修外国語入門２

CP4

総合教育科目（10単位以上)

外国語科目（英語6単位必修、初修外国語2単位必修）

学類基盤科目（卒業研究を含め16単位以上）、
学類専門科目（演習を含め32単位以上）

情報リテラシー科目(必修2単位)、
基礎教育科目（6単位以上）

サステイナビリティ
科目（必修8単位）

初年次導入科目（必修２単位）、学類専門科目の演習科目（必修6単位）、卒業研究（必修6単位）

PBLプログラム（必修2単位を含む10単位）

各学類概論科目
（必修2単位）

●環境生物学

▲地理学基礎

●公衆衛生学

▲異文化の理解

▲環境社会学

▲現代の社会問題と社会運動

▲文化と共生

▲グローバル社会の文化表象

▲言語使用の多様性研究

▲ディスコースと社会

▲都市と経済の地理学

▲質的調査法 ▲資料分析法

●景観計画学

▲日本史概説

▲日本の歴史環境

▲言語表現と世界認識

▲社会政治思想

▲地域研究

▲認識とレトリック

▲比較地域論

▲ジェンダーと社会

▲社会調査論 ▲調査設計法

■国際政治学

■環境哲学・倫理学

▲社会学基礎

■環境法2

▲文化と景観

■生命科学技術と社会

▲自然地理学■地域実践演習

■環境法１■経済活動と法

■経済学基礎

■行政活動と法

■国際法と共生社会

プログラミング入門B PBL演習(生活環境と情報)認知情報処理 AIプログラミング 人工知能A

大学院進

学・公務

員（事務

系）・教

員・団体

職 員 ・

NGO/NPO

職員

▲文化の社会学

▲個人創造の思想史

▲社会文化史

■政治学

●陸域環境再生学●陸域環境生態学

●食品安全論 ●食糧と環境

▲共生社会とアイデンティティ

▲言語の社会システム

▲文化表象と社会批評

▲学校教育史

▲外国史

▲倫理学

●環境アセスメント学■環境経済・経営学■公共政策学基礎

▲社会科教育法
（地歴分野）1A

▲社会科教育法
（地歴分野）2A

▲社会科教育法
（公民分野）1A

▲社会科教育法
（公民分野）2A

■環境政策学

※科目区分同士の関係を水色、AP, CP, DPとの関係をオレンジ色の矢印で示す。 4
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【設置の趣旨及び必要性】

○持続可能な社会を実現するためには、領域横断的応用力とシステム的思考力を兼ね備え、かつ持続可能な社会を実現するという高い志と強い意志を持った人材の育成が不可欠である。

○現代の複雑な社会をシステムとして俯瞰し、持続可能な社会の実現を担う人材を育てるには複数の学問領域を融合して現実の問題の解決に挑むような学びこそが重要である。

【養成する人材像】

○地域の水環境や景観の保全といった身近な環境問題に対して、人と自然をめぐる哲学的・倫理的な知見を踏まえつつ、実践的な解決策を提案する領域横断的応用力とシステム的思考力を発揮し、

その解決を図ることによって、人と自然が共生する社会の実現に貢献できる人材

○豊かな教養とコミュニケーション能力、自主的、論理的な思考と記述力、情報収集能力、プレゼンテーション能力、問題解決能力、高い倫理観と創造力を持ち、社会の多方面で活躍できる人材

現代システム科学域 環境社会システム学類 カリキュラムマップ（環境哲学・政策学）

想定され

る進路・

就職先

大学院進

学、公務

員（事務

系）、教

員、製造

系 企 業

（ CSR

部門）、

環境コン

サルティ

ング系企

業、金融

系企業

CP2

CP3

CP6

CP1

CP7

◇情報システムと
サステイナビリティ

CP9

教育課程

１年 ２年 ３年 ４年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

CP5
CP8

○自然システムと
サステイナビリティ

△社会システムと
サステイナビリティ

□人間システムと
サステイナビリティ

◇知識情報システム
学概論

○環境社会システム
学概論

△教育福祉学概論

□心理学概論

PBLプログラム（「生活環境と情報」の場合）

健康・スポーツ科学概論 健康・スポーツ科学実習 西洋社会文化史

現代社会と健康

都市的世界の社会学

現代地理学入門

東洋社会の歴史

人間と居住環境

グローバル経営論

初年次ゼミナール

微積分1A

統計学基礎1

情報リテラシー

線形代数2A

微積分2

統計学基礎2

プログラミング入門B

University 
English 1A

University 
English 1B

University 
English 2A

University 
English 2B

University 
English 3A

University 
English 3B

Media English 

環境社会システム学卒業研究環境社会システム学演習3

ディプロマポリシー

DP1. （多面的視点）自然科学、

人文・社会科学、人間科学、さ

らに情報学に関する統合的知

識・技能を持つとともに、自然

環境学、社会環境学、環境哲

学・政策学など、環境社会シス

テム学に関する専門知識を身に

つけ、現代社会の課題を多面的

に捉えることができる。（CP1,

4）

DP5. （領域横断的応用力）

自然環境学、社会環境学、環境

哲学・政策学など、複数領域の

知識を横断的に用いて、現代社

会における課題の解決を目指す

ことができる。（CP4, 6, 9）

DP4. （システム的思考力）

現象を多様な要素の相互作用と

して捉えることによって、現代

社会における課題の本質を深く

探 求 す る こ と が で き る 。

（CP4, 5）

DP8. （サステイナブル志

向）持続可能な社会の実現を他

者と協働して目指す態度を身に

つけている。（ CP5, 9 ）

DP7. （倫理観）自然と人と

の共生ならびに人と人との共生

の重要性を理解し、現代社会の

一員としての高い倫理観を有し

ている。（CP7, 8）

DP3. （データ活用力）データ

を収集・活用することのできる

知識・技能を用いて、課題を分

析・説明することができる。

（CP3）

DP2. （コミュニケーション

能力）環境社会システム学の知

識を踏まえ、複数の言語の知

識・技能を活用して、多様な

人々とコミュニケーションをと

ることができる。（CP2）

DP6. （表現力）現代社会の

目指すべき方向性とそれを実現

するための方策を適切な表現法

を用いて説明することができる。

（ CP3, 7）

CP1. 幅広い知識・技能、多

面的な視野を養うために、基幹

教育科目に総合教養科目および

健康・スポーツ科学科目を配置

する。（DP1）

CP4. 自然環境学、社会環境

学、環境哲学・政策学など、環

境社会システム学類で必要とな

る知識を修得させるため、基礎

教育科目、学類基盤科目、学類

専門科目を体系的に配置する。

（DP1, 4, 5）

CP3. データを収集・活用す

ることのできる知識・技能を養

うために、基幹教育科目に情報

リテラシー科目、基礎教育科目

にプログラミング科目、数学・

統 計 学 科 目 を 配 置 す る 。

（DP3 , 6 ）

CP2. 複数の言語を用いて多

様な人々とコミュニケーション

をとることができる能力を養う

ために、基幹教育科目に英語科

目および初修外国語科目を配置

する。（DP2）

CP6. 複数領域の知識を横断

的に用いて、現代社会における

課題の解決を目指すことができ

る力（領域横断的応用力）を養

うために、学域共通科目に各学

類概論科目を配置する。

（ DP5 ）

CP5.多様な要素の相互作用と

してとらえることによって現代

社会における課題の本質を深く

探求することができる力（シス

テム的思考力）を養うために、

学域共通科目にシステムとサス

テイナビリティ科目を配置する。

（DP4, 8）

CP7. 現代社会の目指すべき

方向性とそれを実現するための

方策を説明することができる表

現力を養うために、基幹教育科

目に初年次導入科目、学類専門

科目に演習科目を配置する。

（DP6, 7）

CP8. 自然と人との共生なら

びに人と人との共生の重要性を

理解し、現代社会の一員として

の高い倫理観を養うために、学

域共通科目にシステムとサステ

イナビリティ科目を配置する。

（DP7）

CP9．持続可能な社会の実現を

他者と協働して目指す態度を養

うために、PBLプログラム科目

を配置する。（DP 5, 8）

アドミッションポリシー

3．自分の考え方や意見を他者

に的確に伝えるための基礎的な

表現力を有している人

（CP4〜7）

1．高等学校における教科・科

目を文理ともに広く学習し、環

境社会システム学を学ぶための

基礎的な知識・技能を有してい

る人（CP1〜4）

2．問題解決を行うための基礎

的な思考力・判断力を有してい

る人（CP4〜7）

4．現代社会の諸問題に対する

関心を有している人（CP8, 9）

カリキュラムポリシー

※PBLプログラムは23のプログラムから選択

凡 例

基幹教育科目

学域共通科目

学類基盤科目

学類専門科目

PBLプログラム科目

必修科目 選択科目

選択必修

主な基礎学問分野 主な教育研究分野

○自然科学 ●自然環境学

△人文・社会科学 ▲社会環境学

□人間科学 ■環境哲学・政策学

◇情報学

環境社会システム学演習１ 環境社会システム学演習2

海外インターンシップ

インターンシップ

線形代数1

初修外国語入門1 初修外国語入門２

CP4

総合教育科目（10単位以上)

外国語科目（英語6単位必修、初修外国語2単位必修）

学類基盤科目（卒業研究を含め16単位以上）、
学類専門科目（演習を含め32単位以上）

情報リテラシー科目(必修2単位)、
基礎教育科目（6単位以上）

サステイナビリティ
科目（必修8単位）

初年次導入科目（必修２単位）、学類専門科目の演習科目（必修6単位）、卒業研究（必修6単位）

PBLプログラム（必修2単位を含む10単位）

各学類概論科目
（必修2単位）

プログラミング入門B PBL演習(生活環境と情報)認知情報処理 AIプログラミング 人工知能A

■国際政治学

■企業の経済学

■公共経済学

■環境法2

●環境アセスメント学

■環境法１

■環境政策学

■環境経済・経営学

■ミクロ経済学

■マクロ経済学

■経済活動と法

■公共政策学基礎

■行政活動と法

■国際法と共生社会

■政治学■環境哲学・倫理学

■現代社会の倫理学 ■生命科学技術と社会

■環境哲学と現代社会

●環境生物学

●公衆衛生学

▲社会学基礎

●環境デザイン通史 ●景観計画学▲地理学基礎

▲環境社会学

▲現代の社会問題と社会運動▲共生社会とアイデンティティ

▲文化の社会学

▲都市と経済の地理学 ▲比較地域論

▲異文化の理解

▲文化と共生

▲ジェンダーと社会

●資源循環論 ●地域・都市環境学 ●防災・安全科学 ●再生可能エネルギー学

●陸域環境再生学●陸域環境生態学

●食品安全論 ●食糧と環境

▲社会科教育法
（地歴分野）1A

▲社会科教育法
（地歴分野）2A

▲社会科教育法
（公民分野）1A

▲社会科教育法
（公民分野）2A

■地域実践演習

▲外国史

▲自然地理学

▲倫理学

■経済学基礎

※科目区分同士の関係を水色、AP, CP, DPとの関係をオレンジ色の矢印で示す。 5
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【設置の趣旨及び必要性】

○持続可能な社会を実現するためには、領域横断的応用力とシステム的思考力を兼ね備え、かつ持続可能な社会を実現するという高い志と強い意志を持った人材の育成が不可欠である。

○現代の複雑な社会をシステムとして俯瞰し、持続可能な社会の実現を担う人材を育てるには複数の学問領域を融合して現実の問題の解決に挑むような学びこそが重要である。

○持続な脳な社会を担うための即戦力を育てるためには、大学での専門的な学びと社会での現実課題への挑戦的な学びを並行して行うことが重要である。

【養成する人材像】

○本学域では、現代社会のさまざまな問題に対して、領域横断的応用力とシステム的思考力を発揮し、課題解決を図ることによって、持続可能な社会の実現に貢献できる人材

○目指すべき未来の社会を創造すべく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可能な社会の実現を実行

できる人材。

現代システム科学域 環境社会システム学類 未来デザインコースカリキュラムマップ（自然環境学を中心に履修する場合の例）

想定され

る進路・

就職先

外資系金

融系企業

へ の 就

職：環境

への影響

を配慮し

た企業の

対外投資

を設計で

きる人材

CP2

CP3

CP6

CP1

CP7

◇情報システムと
サステイナビリティ

CP10

教育課程

１年 ２年 ３年 ４年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

CP5
CP9

○自然システムと
サステイナビリティ

△社会システムと
サステイナビリティ

□人間システムと
サステイナビリティ

◇知識情報システム
学概論

○環境社会システム
学概論

△教育福祉学概論

□心理学概論

●環境生物学

■公共政策学基礎

■環境哲学・倫理学

●資源循環論 ▲地域・都市環境学

●環境再生の化学

●食品安全論 ●食糧と環境

●陸域環境再生学

●再生可能エネルギー学

●環境計測学

●環境アセスメント学

地域実践演習

■環境法１

■公共経済学

■環境政策学 ■国際政治学

健康・スポーツ科学概論 健康・スポーツ科学実習 西洋社会文化史

現代社会と健康

都市的世界の社会学

現代地理学入門

東洋社会の歴史

人間と居住環境

グローバル経営論

●海域環境再生学

▲環境社会学

■環境哲学と現代社会

初年次ゼミナール

微積分1A

統計学基礎1

情報リテラシー

線形代数2A

微積分2

統計学基礎2

プログラミング入門B

●陸域環境生態学

●海洋環境生態学

●公衆衛生学

■環境法2

University 
English 1A

University 
English 1B

University 
English 2A

University 
English 2B

University 
English 3A

University 
English 3B

Media English 

環境社会システム学演習3

ディプロマポリシー

DP1. （多面的視点）自然科学、

人文・社会科学、人間科学、さ

らに情報学に関する統合的知

識・技能を持つとともに、自然

環境学、社会環境学、環境哲

学・政策学など、環境社会シス

テム学に関する専門知識を身に

つけ、現代社会の課題を多面的

に捉えることができる。（CP1,

4）

DP5. （領域横断的応用力）

自然環境学、社会環境学、環境

哲学・政策学など、複数領域の

知識を横断的に用いて、現代社

会における課題の解決を目指す

ことができる。（CP4, 6, 10）

DP4. （システム的思考力）

現象を多様な要素の相互作用と

して捉えることによって、現代

社会における課題の本質を深く

探 求 す る こ と が で き る 。

（CP4, 5）

DP8. （サステイナブル志

向）持続可能な社会の実現を他

者と協働して目指す態度を身に

つけている。（ CP5, 10 ）

DP7. （倫理観）自然と人と

の共生ならびに人と人との共生

の重要性を理解し、現代社会の

一員としての高い倫理観を有し

ている。（CP7, 9）

DP3. （データ活用力）データ

を収集・活用することのできる

知識・技能を用いて、課題を分

析・説明することができる。

（CP3）

DP2. （コミュニケーション

能力）環境社会システム学の知

識を踏まえ、複数の言語の知

識・技能を活用して、多様な

人々とコミュニケーションをと

ることができる。（CP2）

CP1. 幅広い知識・技能、多

面的な視野を養うために、基幹

教育科目に総合教養科目および

健康・スポーツ科学科目を配置

する。（DP1）

CP4. 自然環境学、社会環境

学、環境哲学・政策学など、環

境社会システム学類で必要とな

る知識を修得させるため、基礎

教育科目、学類基盤科目、学類

専門科目を体系的に配置する。

（DP1, 4, 5）

CP3. データを収集・活用す

ることのできる知識・技能を養

うために、基幹教育科目に情報

リテラシー科目、基礎教育科目

にプログラミング科目、数学・

統計学科目を配置する。

（DP3 , 6 ）

CP2. 複数の言語を用いて多

様な人々とコミュニケーション

をとることができる能力を養う

ために、基幹教育科目に英語科

目および初修外国語科目を配置

する。（DP2）

CP6. 複数領域の知識を横断

的に用いて、現代社会における

課題の解決を目指すことができ

る力（領域横断的応用力）を養

うために、学域共通科目に各学

類概論科目を配置する。

（ DP5 ）

CP5.多様な要素の相互作用と

してとらえることによって現代

社会における課題の本質を深く

探求することができる力（シス

テム的思考力）を養うために、

学域共通科目にシステムとサス

テイナビリティ科目を配置する。

（DP4, 8）

CP7. 現代社会の目指すべき

方向性とそれを実現するための

方策を説明することができる表

現力を養うために、基幹教育科

目に初年次導入科目、学類専門

科目に演習科目を配置する。

（DP6, 7）

アドミッションポリシー

3．自分の考え方や意見を他者

に的確に伝えるための基礎的な

表現力を有している人

（CP4〜7）

1．高等学校における教科・科

目を文理ともに広く学習し、環

境社会システム学を学ぶための

基礎的な知識・技能を有してい

る人（CP1〜4）

2．問題解決を行うための基礎

的な思考力・判断力を有してい

る人（CP4〜7）

4．現代社会の諸問題に対する

関心を有している人（CP8, 9）

カリキュラムポリシー

■経済学基礎

※PBLプログラムは23のプログラムから選択

凡 例

基幹教育科目

学域共通科目

学類基盤科目

学類専門科目

PBLプログラム科目

必修科目 選択科目

選択必修

主な基礎学問分野 主な教育研究分野

○自然科学 ●自然環境学

△人文・社会科学 ▲社会環境学

□人間科学 ■環境哲学・政策学

◇情報学

●環境デザイン通史 ●景観計画学▲地理学基礎

●地球環境の化学

●防災・安全科学

■経済活動と法 ■国際法と共生社会

環境社会システム学演習１ 環境社会システム学演習2

海外インターンシップ

インターンシップ

線形代数1

初修外国語入門1 初修外国語入門２

CP4

総合教育科目（10単位以上)

外国語科目（英語6単位必修、初修外国語2単位必修）

学類基盤科目（卒業研究を含め16単位以上）、学類専門科目（演習を含め32単位以上）

情報リテラシー科目(必修2単位)、
基礎教育科目（6単位以上）

サステイナビリティ
科目（必修8単位）

初年次導入科目（必修２単位）、学類専門科目の演習科目（必修6単位）、卒業研究（必修6単位）

PBLプログラム（必修2単位を含む10単位）

■行政活動と法

▲社会学基礎

各学類概論科目
（必修2単位）

CP9. 情報通信技術が人間社

会ならびに環境に及ぼす影響を

理解し、現代社会の一員として

の高い倫理観を養うために、学

域共通科目にシステムとサステ

イナビリティ科目を配置する。

（DP7）

CP10. 可能な社会の実現を他

者と協働して目指す態度を養う

ために、PBLプログラム科目を

配置する。（DP5, 8）

CP8.現代社会の課題を自ら発

見し、他者と協働して課題解決

に取り組むことができる実行力

を養うために、未来デザインプ

ログラム科目を配置する。

（DP6）

DP6（実行力）現代社会の課題

を自ら発見し、他者と協働して

課題解決に取り組むことができ

る。(CP3, 7, 8)

CP8

未来デザイン
インターンシップ

未来デザイン
計画演習

未来デザインPBL演習

未来デザインプログラム

未来デザイン卒業研究

未来デザインプログラム（必修12単位を含む22単位）

◇ PBL演習

PBLプログラム（「ビジネスプレディクションの場合」）

◇プログラミング入門A ◇ビジネス・インプ
リメンテーション ◇ビジネス・アナリティクス

◇データ科学

◇情報技術と企業活動

◇ Webシステム構築基礎

◇ AIプログラミング ◇機械学習◇人工知能A

※科目区分同士の関係を水色、AP, CP, DPとの関係をオレンジ色の矢印で示す。
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

環境・生命・倫理# 2 技術と環境# 2 国際活動とキャリア 2

自然環境学概論# 2 キャリアと実践 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 国際社会と政治 2

ジェンダー論入門 2

科学技術と社会 2

生命と環境# 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 12 13 5科目 7 1 1科目 0 2 0科目 0 0 35

線形代数1 2

線形代数2A 2

統計学基礎1 2

統計学基礎2 2

2科目 2 2 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 8

情報システムとサステイナビリティ 2

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

知識情報システム学概論 2

環境社会システム学概論 2

環境生物学 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公衆衛生学 2

公共政策学基礎 2

環境哲学・倫理学 2

経済学基礎 2

経済活動と法 2

行政活動と法 2

地域実践演習 2 地球環境の化学 2 海域環境再生学 2 生命科学技術と社会 2

地域・都市環境学 2 陸域環境再生学 2

環境デザイン通史 2 食品安全論 2

海洋環境生態学 2 食糧と環境 2

陸域環境生態学 2 景観計画学 2

環境再生の化学 2 環境計測学 2

公共経済学 2 防災・安全科学 2

国際法と共生社会 2 再生可能エネルギー学 2

環境政策学# 2 環境アセスメント学 2

環境社会システム学演習1 2 環境経済・経営学 2

自然地理学 2 環境法１ 2

環境法2 2

環境社会システム学演習2 2

環境社会システム学演習3 2

PBL演習（環境学）# 1 1

7科目 8 6 18科目 16 20 15科目 17 13 2科目 3 5 88

25科目 22 21 25科目 25 23 16科目 17 15 2科目 3 5 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（自然環境学 No.1）

131単位以上

PBLプログラム（環境学）を履修し、公務員（環境技術職）、環境NPO、環境コンサルタント企業に就職、あるいは大学院に進学する場合
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目
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そ
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54

初年次

卒業要件
単位数単位

前　後

35単位
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合
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養
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目

20

単位
合計

8

区分

１年次 ２年次 ３年次

単位
前　後

単位
前　後

単位
前　後
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

環境・生命・倫理 2 大阪の都市づくり# 2 国際活動とキャリア 2

自然環境学概論# 2 キャリアと実践 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 国際社会と政治 2

ジェンダー論入門 2

科学技術と社会 2

生命と環境 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 12 13 5科目 7 1 1科目 0 2 0科目 0 0 35

線形代数1 2 統計学基礎1 2

線形代数2A 2 統計学基礎2 2

2科目 2 2 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 8

情報システムとサステイナビリティ 2

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

知識情報システム学概論 2

環境社会システム学概論 2

環境生物学 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公衆衛生学 2

公共政策学基礎 2

環境哲学・倫理学 2

経済学基礎 2

経済活動と法 2

行政活動と法 2

地域実践演習 2 地球環境の化学 2 海域環境再生学# 2 生命科学技術と社会 2

地域・都市環境学 2 陸域環境再生学# 2

環境デザイン通史 2 食品安全論 2

海洋環境生態学 2 食糧と環境 2

陸域環境生態学 2 景観計画学 2

環境再生の化学 2 環境計測学 2

公共経済学 2 防災・安全科学 2

国際法と共生社会 2 再生可能エネルギー学 2

環境政策学 2 環境アセスメント学 2

環境社会システム学演習1 2 環境経済・経営学 2

自然地理学 2 環境法１ 2

環境法2 2

環境社会システム学演習2 2

環境社会システム学演習3 2

PBL演習（環境再生）# 1 1

7科目 8 6 18科目 16 20 15科目 17 13 2科目 3 5 88

25科目 22 21 25科目 25 23 16科目 17 15 2科目 3 5 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（自然環境学 No.2）

PBLプログラム（環境再生）を履修し、公務員（環境技術職）、環境NPO、環境コンサルタント企業に就職、あるいは大学院に進学する場
合

20

学
類
専
門
科
目

54

基
礎
教
育
科
目

5

４年次
単位
合計

96単位
以上

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

初年次

区分

１年次

単位総計

35単位

総
合
教
養
科
目

20基
幹
教
育
科
目

外
国
語
科
目

8

131単位以上

2

12

学
類
基
盤
科
目

8

P
B
L
プ

ロ
グ
ラ
ム

科
目

そ
の
他

卒業要件
単位数単位

前　後
単位
前　後

単位
前　後

単位
前　後

２年次 ３年次
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

自然環境学概論 2 国際社会と政治 2 バリアフリー論 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 環境・生命・倫理 2 キャリアと実践 2

ジェンダー論入門 2

日本国憲法 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 5 1 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

統計学基礎2 2

1科目 2 0 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 6

情報システムとサステイナビリティ 2 インターンシップ

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

公共政策学基礎 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

経済活動と法 2

環境哲学・倫理学 2

社会学基礎# 2

地理学基礎# 2

経済学基礎 2

地域実践演習 2 公共経済学 2 国際政治学 2 国際教育と開発 2

環境政策学 2 現代社会の倫理学 2

環境社会学# 2 共生社会とアイデンティティ 2

都市と経済の地理学 2 現代の社会問題と社会運動# 2

地域研究 2 個人創造の思想史 2

社会調査論# 2 地域社会の言語環境 2

文化と景観 2 異文化の理解 2

環境哲学と現代社会 2 文化と共生 2

社会文化史 2 グローバル社会の文化表象 2

環境社会システム学演習1 2 ジェンダーと社会# 2

倫理学 2 環境社会システム学演習2 2

環境社会システム学演習3 2

質的調査法# 2

調査設計法# 2

資料分析法# 2

PBL演習（社会調査）# 1 1

7科目 8 6 17科目 18 16 17科目 21 13 2科目 3 5 90

24科目 24 17 23科目 25 19 19科目 25 13 2科目 3 5 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

131単位以上
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

自然環境学概論 2 国際社会と政治 2 バリアフリー論 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 環境・生命・倫理 2 キャリアと実践 2

ジェンダー論入門 2

日本国憲法 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり# 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 5 1 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

統計学基礎2 2

1科目 2 0 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 6

情報システムとサステイナビリティ 2 インターンシップ

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

地理学基礎# 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公共政策学基礎 2

経済活動と法 2

環境哲学・倫理学 2

社会学基礎 2

経済学基礎 2

地域実践演習 2 公共経済学 2 国際政治学 2 国際教育と開発 2

環境政策学 2 現代社会の倫理学 2

都市と経済の地理学# 2 共生社会とアイデンティティ 2

地域研究# 2 現代の社会問題と社会運動 2

環境社会学 2 個人創造の思想史 2

文化と景観# 2 地域社会の言語環境 2

環境哲学と現代社会 2 異文化の理解 2

社会文化史# 2 文化と共生 2

社会政治思想# 2 グローバル社会の文化表象 2

環境社会システム学演習1 2 ジェンダーと社会 2

政治学 2 環境社会システム学演習2 2

外国史 2 環境社会システム学演習3 2

比較地域論 2 自然地理学 2

PBL演習（都市社会）# 2

7科目 8 6 19科目 18 20 15科目 18 12 2科目 3 5 90

24科目 24 17 25科目 25 23 17科目 22 12 2科目 3 5 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（社会環境学 No.2）

PBLプログラム（都市社会）を履修し、公務員（行政職）、NPO法人に就職、あるいは大学院に進学する場合

131単位以上

2

単位総計

96単位
以上
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門
科
目

学
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通
科
目

14
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類
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盤
科
目

学
類
専
門
科
目

56

18

外
国
語
科
目

単位
合計

卒業要件
単位数単位

前　後
単位
前　後

単位
前　後

単位
前　後

区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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グ
ラ
ム
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目

そ
の
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2

35単位
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合
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養
科
目

20

8

5

基
礎
教
育
科
目

6

基
幹
教
育
科
目

初年次

10
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

自然環境学概論 2 ことばの歴史# 2 バリアフリー論 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 歴史のなかの大阪# 2 キャリアと実践 2

ジェンダー論入門 2

日本国憲法 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 5 1 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

統計学基礎2 2

1科目 2 0 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 6

情報システムとサステイナビリティ 2 インターンシップ

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

地理学基礎 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公共政策学基礎 2

経済学基礎 2

経済活動と法 2

環境哲学・倫理学 2

社会学基礎 2

地域実践演習 2 公共経済学 2 環境社会学 2 国際教育と開発 2

国際法と共生社会 2 文化と景観 2

グローバル社会の文化表象＃ 2 共生社会とアイデンティティ 2

地域・都市環境学# 2 現代の社会問題と社会運動 2

言語表現と世界認識# 2 個人創造の思想史 2

認識とレトリック# 2 環境哲学と現代社会 2

地域社会の言語環境# 2 異文化の理解 2

文化と共生 2 社会文化史 2

社会政治思想 2 都市と経済の地理学 2

環境社会システム学演習1 2 ジェンダーと社会 2

政治学 2 環境社会システム学演習2 2

比較地域論 2 環境社会システム学演習3 2

自然地理学 2

外国史 2

PBL演習（文化表象）# 2

7科目 8 6 18科目 18 18 16科目 16 16 2科目 3 5 90

24科目 24 17 24科目 25 21 18科目 20 16 2科目 3 5 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

学
類
基
盤
科
目

18

環境社会システム学類履修モデル（社会環境学 No.3）

PBLプログラム（文化表象）を履修し、公務員（行政職）、NPO法人、国際機関に就職、あるいは大学院に進学する場合

区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位
合計

卒業要件
単位数単位

前　後
単位
前　後
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前　後

単位
前　後
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目
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5

2

14

P
B
L
プ

ロ
グ
ラ
ム

科
目
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育
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目
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131単位以上

2
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96単位
以上
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科
目

6
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門
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目
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域
共
通
科
目

学
類
専
門
科
目

56

35単位

総
合
教
養
科
目

11
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

自然環境学概論 2 ことばの歴史 2 バリアフリー論 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 歴史のなかの大阪 2 キャリアと実践 2

ジェンダー論入門 2

日本国憲法 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 5 1 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

統計学基礎2 2

1科目 2 0 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 6

情報システムとサステイナビリティ 2 インターンシップ

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

地理学基礎 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公共政策学基礎 2

経済活動と法 2

環境哲学・倫理学 2

社会学基礎 2

経済学基礎 2

地域実践演習 2 公共経済学 2 現代社会の倫理学# 2 国際教育と開発 2

環境政策学 2 認識とレトリック 2

共生社会とアイデンティティ# 2 都市と経済の地理学 2

地域研究 2 現代の社会問題と社会運動 2

個人創造の思想史# 2 環境社会学 2

文化と共生# 2 地域社会の言語環境 2

環境哲学と現代社会# 2 異文化の理解 2

社会文化史# 2 文化と景観 2

ジェンダーと社会# 2 グローバル社会の文化表象 2

環境社会システム学演習1 2 社会政治思想 2

政治学 2 環境社会システム学演習2 2

外国史 2 環境社会システム学演習3 2

比較地域論 2 自然地理学 2

PBL演習（共生の思想）# 2

7科目 8 6 19科目 18 20 15科目 16 14 2科目 3 5 90

24科目 24 17 25科目 25 23 17科目 20 14 2科目 3 5 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

学
類
基
盤
科
目

18

環境社会システム学類履修モデル（社会環境学 No.4）

PBLプログラム（共生の思想）を履修し、公務員（行政職）、NPO法人に就職、あるいは大学院に進学する場合

区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位
合計

卒業要件
単位数単位
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2
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目

6
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目
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通
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目
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門
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目

56

35単位

総
合
教
養
科
目

12
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

自然環境学概論 2 国際社会と政治 2 バリアフリー論 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 環境・生命・倫理 2 キャリアと実践 2

ジェンダー論入門 2

日本国憲法 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 5 1 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

統計学基礎2 2

1科目 2 0 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 6

情報システムとサステイナビリティ 2 インターンシップ

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

公共政策学基礎 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

経済学基礎 2

経済活動と法 2

環境哲学・倫理学 2

社会学基礎 2

地理学基礎# 2

地域実践演習 2 公共経済学 2 国際政治学 2

環境政策学 2 現代社会の倫理学 2

環境社会学 2 共生社会とアイデンティティ 2

地域研究# 2 現代の社会問題と社会運動 2

社会調査論 2 地域社会の言語環境 2

文化と景観 2 異文化の理解 2

環境哲学と現代社会# 2 文化と共生 2

社会文化史 2 ジェンダーと社会 2

環境社会システム学演習1 2 都市と経済の地理学 2

倫理学 2 環境社会システム学演習2 2

環境社会システム学演習3 2

質的調査法 2

調査設計法 2

資料分析法 2

地域福祉論A# 2 PBL演習地域および都市における排除・共生・参加）# 1 1

地域福祉論B# 2
教育福祉の諸問題A（貧困と社会）# 2

7科目 8 6 19科目 20 18 16科目 21 11 1科目 3 3 90

24科目 24 17 25科目 27 21 18科目 25 11 1科目 3 3 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（社会環境学 No.5）
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単位総計 131単位以上

96単位
以上

5

基
礎
教
育
科
目

6

専
門
科
目

学
域
共
通
科
目

2

基
幹
教
育
科
目

初年次

18

学
類
専
門
科
目

50

35単位

総
合
教
養
科
目

20

外
国
語
科
目

8

P
B
L
プ

ロ
グ
ラ
ム

科
目

そ
の
他

他学類科目が主体となるPBLプログラム（地域および都市における排除・共生・参加）を履修し、社会調査の方法論を身につけた人材とし
て、公務員（行政職、福祉職、教育職）、社会福祉団体、NPO法人に就職、あるいは大学院進学する場合

区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位
合計

卒業要件
単位数単位

前　後
単位
前　後

単位
前　後

単位
前　後

14

学
類
基
盤
科
目

13
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

環境・生命・倫理# 2 国際社会と政治 2 キャリアと実践 2

自然環境学概論# 2 行動と視機能 2 バリアフリー論 2

ジェンダー論入門 2
現代社会におけるキャリアデザイン 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり# 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 3 3 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

数学リテラシー2 2 統計学基礎2 2

2科目 2 2 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 8

情報システムとサステイナビリティ 2 インターンシップ

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

公衆衛生学 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公共政策学基礎# 2

行政活動と法 2

経済活動と法 2

環境哲学・倫理学 2

社会学基礎 2

経済学基礎 2

地域実践演習# 2 ミクロ経済学 2 防災・安全科学 2 ジェンダーと社会 2

マクロ経済学 2 環境アセスメント学 2

公共経済学 2 食糧と環境 2

環境政策学 2 景観計画学 2

都市と経済の地理学 2 企業の経済学 2

環境社会学 2 環境経済・経営学 2

環境哲学と現代社会 2 環境法1 2

国際法と共生社会 2 環境法2 2

環境社会システム学演習1 2 国際政治学 2

政治学 2 異文化の理解 2

生命科学技術と社会 2

現代の社会問題と社会運動 2

環境社会システム学演習2 2

環境社会システム学演習3 2

PBL演習（地域再生）# 1 1

7科目 8 6 17科目 16 18 16科目 19 13 2科目 3 5 88

25科目 24 19 23科目 21 23 18科目 23 13 2科目 3 5 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

区分

14

環境社会システム学類履修モデル（環境哲学・政策学 No.1）

PBLプログラム（地域再生）を履修し、公務員（行政職）、地域活動NPO、都市計画系企業に就職、あるいは大学院に進学する場合
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

環境・生命・倫理 2 国際社会と政治 2 キャリアと実践 2

自然環境学概論 2 行動と視機能 2 バリアフリー論 2

ジェンダー論入門 2
現代社会におけるキャリアデザイン 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 3 3 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

数学リテラシー2 2 統計学基礎2 2

2科目 2 2 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 8

情報システムとサステイナビリティ 2 インターンシップ

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

公衆衛生学 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公共政策学基礎 2

経済活動と法# 2

環境哲学・倫理学 2

社会学基礎 2

経済学基礎 2

行政活動と法 2

地域実践演習 2 ミクロ経済学 2 防災・安全科学 2 ジェンダーと社会 2

マクロ経済学 2 環境アセスメント学 2

公共経済学 2 食糧と環境 2

環境政策学 2 景観計画学 2

都市と経済の地理学 2 企業の経済学# 2

環境社会学 2 環境経済・経営学# 2

環境哲学と現代社会 2 環境法1# 2

国際法と共生社会 2 環境法2 2

環境社会システム学演習1 2 国際政治学 2

政治学 2 異文化の理解 2

生命科学技術と社会 2

現代の社会問題と社会運動 2

環境社会システム学演習2 2

環境社会システム学演習3 2

PBL演習（企業と持続可能な社会）# 1 1

7科目 8 6 17科目 16 18 16科目 19 13 2科目 3 5 88

25科目 24 19 23科目 21 23 18科目 23 13 2科目 3 5 131

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（環境哲学・政策学 No.2）

PBLプログラム（企業と持続可能な社会）を履修し、一般企業（CSR部門）に就職、あるいは大学院に進学する場合

131単位以上
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15
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

自然環境学概論 2 国際社会と政治 2 バリアフリー論 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 環境・生命・倫理 2 キャリアと実践 2

ジェンダー論入門 2

日本国憲法 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 5 1 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

統計学基礎2 2

1科目 2 0 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 6

情報システムとサステイナビリティ 2 インターンシップ

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

心理学概論 2

地理学基礎◇ 2 行政活動と法 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公共政策学基礎 2

経済学基礎◇ 2

経済活動と法◇ 2

社会学基礎#◇ 2

環境政策学◇ 2 国際政治学◇ 2 環境法１ 2

環境社会学◇ 2 国際法と共生社会◇ 2 環境法２ 2

現代社会の倫理学◇ 2 社会文化史◇ 2

環境哲学と現代社会◇ 2 共生社会とアイデンティティ◇ 2

現代の社会問題と社会運動◇ 2 ジェンダーと社会◇ 2

地域研究◇ 2 食料と環境 2

環境社会システム学演習1 2 個人創造の思想史◇ 2

倫理学#◇ 2 環境社会システム学演習2 2

政治学#◇ 2 環境社会システム学演習3 2

国際教育と開発#◇ 2 日本史概説◇ 2

社会科教育法（地歴分野）1A◇ 2 外国史◇ 2

社会科教育法（地歴分野）2A◇ 2 異文化の理解◇ 2

社会科教育法（公民分野）1A#◇ 2

社会科教育法（公民分野）2A#◇ 2

PBL演習（ESD-A）#◇ 2

6科目 8 4 19科目 18 20 15科目 20 10 3科目 5 5 90

23科目 24 15 25科目 25 23 17科目 24 10 3科目 5 5 131

教職概論□ 2 教育課程論□ 2 特別活動論□ 2 教育実習事前指導（中・高）□ 2

教育基礎論□ 2 特別支援教育論□ 2 道徳指導論□ 2 教育実習(4単位)□ 4

教育制度論□ 2 教育方法論□ 2 総合的な探究の指導論□ 2 教職実践演習（中・高）□ 2

発達・学習論□ 2 教育相談論□ 2 生徒・進路指導論□ 2

27科目 26 21 29科目 29 27 21科目 28 14 6科目 11 7 163

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

（注3）◇は、教科および教科の指導法に関する科目を示す。

（注4）□は、教職に関する科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（資格取得 No.1）

自由科目
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PBLプログラム（ESD-A）を履修し、中学校社会科教員免許状・高等学校公民科教員免許状を取得して、中学・高等学校教員　国際関係機
関に就職する場合
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

自然環境学概論 2 国際社会と政治 2 バリアフリー論 2

現代社会におけるキャリアデザイン 2 環境・生命・倫理 2 キャリアと実践 2

ジェンダー論入門 2

日本国憲法 2

国際活動とキャリア 2

大阪の都市づくり 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

16科目 14 11 4科目 5 1 2科目 4 0 0科目 0 0 35

数学リテラシー1 2 統計学基礎1 2

統計学基礎2 2

1科目 2 0 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 6

情報システムとサステイナビリティ 2

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

地理学基礎◇ 2 環境社会システム学卒業研究 3 3

公共政策学基礎◇ 2

環境哲学・倫理学◇ 2

社会学基礎◇ 2

経済学基礎◇ 2

地域実践演習 2 地域研究◇ 2 都市と経済の地理学◇ 2 防災・安全科学 2

文化と景観◇ 2 日本の歴史環境◇ 2

個人創造の思想史◇ 2 学校教育史◇ 2

公共経済学◇ 2 地域・都市環境学◇ 2

現代の社会問題と社会運動◇ 2 社会文化史◇ 2

環境社会システム学演習1 2 ジェンダーと社会◇ 2

日本史概説#◇ 2 環境社会システム学演習2 2

外国史#◇ 2 環境社会システム学演習3 2

比較地域論◇ 2 自然地理学#◇ 2

国際教育と開発#◇ 2 日本近代の社会の歴史◇ 2

社会科教育法（地歴分野）1A#◇ 2 東洋の歴史環境◇ 2

社会科教育法（地歴分野）2A#◇ 2 西洋の歴史と文化◇ 2

社会科教育法（公民分野）1A◇ 2 倫理学◇ 2

社会科教育法（公民分野）2A◇ 2 政治学◇ 2

PBL演習（ESD-B）#◇ 2

7科目 8 6 19科目 18 20 15科目 16 14 2科目 5 3 90

24科目 24 17 25科目 25 23 17科目 20 14 2科目 5 3 131

教職概論□ 2 教育課程論□ 2 特別活動論□ 2 教育実習事前指導（中・高）□ 2

教育基礎論□ 2 特別支援教育論□ 2 道徳指導論□ 2 教育実習(4単位)□ 4

教育制度論□ 2 教育方法論□ 2 総合的な探究の指導論□ 2 教職実践演習（中・高）□ 2

発達・学習論□ 2 教育相談論□ 2 生徒・進路指導論□ 2

28科目 26 23 29科目 29 27 21科目 24 18 5科目 11 5 163

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

（注3）◇は、教科および教科の指導法に関する科目を示す。

（注4）□は、教職に関する科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（資格取得 No.2）

履修モデル（環境社会システム学類）:PBLプログラム（ESD-B）を履修し、中学校社会科教員免許状を取得して、中学校教員　国際関係機
関に就職する場合
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

自然環境学概論 2 国際社会と政治 2 バリアフリー論 2
現代社会におけるキャリアデザイン 2 環境・生命・倫理 2 大阪の都市づくり 2

日本国憲法 2 国際活動とキャリア 2 ジェンダー論入門 2

キャリアと実践 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

13科目 12 7 6科目 7 3 3科目 4 2 0科目 0 0 35

線形代数1 2 統計学基礎1 2

線形代数2A 2 統計学基礎2 2

プログラミング入門A 2

プログラミング入門B 2

4科目 4 4 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 12

情報システムとサステイナビリティ 2

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

知識情報システム学概論 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

心理学概論 2

2 公共政策学基礎 2 公衆衛生学 2

経済活動と法 2 環境生物学 2

環境哲学・倫理学 2 地理学基礎# 2

社会学基礎# 2

環境政策学 2 国際政治学 2 現代社会の倫理学 2

国際法と共生社会 2 異文化の理解 2

環境社会学# 2 環境社会システム学演習2 2

都市と経済の地理学 2 環境社会システム学演習3 2

現代の社会問題と社会運動# 2 質的調査法# 2

社会調査論# 2 調査設計法# 2

地域研究 2 資料分析法# 2

環境社会システム学演習1 2

倫理学 2

PBL演習（社会調査）# 1 1

未来デザインインターンシップ  2 未来デザイン計画演習 2 未来デザインPBL演習 1 1 未来デザイン卒業研究 3 3

データベース基礎 2 データマイニング 2 文化心理学 2

情報セキュリティ 2 マルチメディア情報処理 2

9科目 8 12 16科目 16 16 14科目 20 8 3科目 7 3 90

26科目 24 23 24科目 25 21 17科目 24 10 3科目 7 3 137

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（未来デザインコース No.1）
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科　目　名 科　目　名 科　目　名 科　目　名

初年次ゼミナール 2 2

環境・生命・倫理# 2 国際社会と政治 2 キャリアと実践 2

自然環境学概論# 2 行動と視機能 2 バリアフリー論 2

ジェンダー論入門 2 大阪の都市づくり# 2
現代社会におけるキャリアデザイン 2

国際活動とキャリア 2

University English 1A 1 University English 3A 1

University English 1B 1 University English 3B 1

University English 2A 1

University English 2B 1

フランス語入門1 1

フランス語入門2 1

情報リテラシー 2

健康・スポーツ科学概論 2

健康・スポーツ科学演習 1

13科目 12 7 7科目 5 7 2科目 4 0 0科目 0 0 35

線形代数1 2 統計学基礎1 2

線形代数2A 2 統計学基礎2 2

プログラミング入門A 2

プログラミング入門B 2

4科目 4 4 2科目 2 2 0科目 0 0 0科目 0 0 12

情報システムとサステイナビリティ 2

自然システムとサステイナビリティ 2

社会システムとサステイナビリティ 2

人間システムとサステイナビリティ 2

知識情報システム学概論 2

環境社会システム学概論 2

教育福祉学概論 2

心理学概論 2

環境生物学 2

公衆衛生学 2

公共政策学基礎# 2

経済活動と法 2

環境哲学・倫理学 2

経済学基礎 2

地域実践演習# 2 ミクロ経済学 2 防災・安全科学 2

マクロ経済学 2 環境アセスメント学 2

公共経済学 2 食糧と環境 2

環境政策学 2 景観計画学 2

都市と経済の地理学 2 環境経済・経営学 2

環境社会学 2 国際政治学 2

国際法と共生社会 2 企業の経済学 2

環境社会システム学演習1 2 ジェンダーと社会 2

環境社会システム学演習2 2

環境社会システム学演習3 2

PBL演習（地域再生）# 1 1

未来デザインインターンシップ 2 未来デザイン計画演習 2 未来デザインPBL演習 1 1 未来デザイン卒業研究 3 3

ソーシャルワーク概論 2 コラボレーション論 2

教育福祉の諸問題C（多
文化共生）

2 社会・集団・家族心理学 2

産業・組織心理学 2

10科目 8 12 17科目 18 16 15科目 18 12 1科目 3 3 90

27科目 24 23 26科目 25 25 17科目 22 12 1科目 3 3 137

（注1）科目名欄の下線は必修科目を示す。

（注2）#は、PBLプログラム科目を示す。

環境社会システム学類履修モデル（未来デザインコース No.2）

PBLプログラム（地域再生）を履修し、未来デザインプログラムで多職種連携に関する科目を学ぶことにより、地域の課題に取り組んだ経
験を踏まえて地域再生を牽引する人材として、地方自治体に就職する場合

履修モデル
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システム学

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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